
















終った . われらは神を裁き ， 死刑を宣告した.





やってしまえ， 畜生 1 そうしなきゃならんから犠牲にするんだ ， われらには
パラッパを与えよ 1
ピラトはカ、、パッ ・タ と 呼ばれると乙ろに座をしめる .
「言う ζ とはないのかJ とピラト ， だがイエスは答えない .
「一一ー乙の男にどんな罪も認めぬ」とピラ ト は言う . 1何だ と， それほど
に望むなら殺すもいい. お前らに与える.さあ見ょこの人を ! J 
かしら ごろも
頭には茨の冠を， 背には緋衣を着けられたキ リスト .
とれをかぎりとわれらに向うそのおん|恨に ， 涙 と血があふれる .
どうすればいいんだ， もうこの上われらにひき と めるすべはない.
彼はユダヤ人に蹟きであ ったように，われらには無意味なのだ.






























































































































































わ11なるおん父は覆われず，子Jt屋の IIIJミは引きちぎられている 1Z) 





今，修道士に頭巾を，奉l枕された処女にヴェー jレを :idJ さ、取るかのように，
|夫j にひた付-いた着衣のすべてを.
すべては取り上げられた ， l;ýを隠すためにもはや何も浅されていない.































































でははこのにがい， 7j(の iJi った泊22) もお!低ではないのですか，






































ってHx られるためであった J (之サ典文より)








は・・・…初子を生んだので・・・… J (ノレカ 2 の 7 ) 
6) 聖母マリアは数いの完全な-協力者であり，教会であるキリストの神陀体の主的母
であって，われらの母なる教会の象徴ともされろ.
7 )ぶどう畑はイスラエノレ，刈入れ人ばキリスト， I~納 Iの日はキリストが自らの血に
酔う受難の日である(イザヤ書参照). 
8) 一般に十字架の道の祈りにその場面を表わすむが伴う.
9) 生木とは!JI\なきイエス， ~:III木は;)flある人間(ルカ 23の31). また天国はキリス
ト.
10) 鉄は十宇梨に釘づける鉄釘.
11) íああじゅうりんされた安打場のように，打t") liいかれたわが民J (イザヤ21の 10)
天上の小支:はキリスト.
12) 円、ま私の(神の)dl.屋はこわされ，綱は切られた……J (エレミア 10の20).
13 ， 14 ， 18) ダビドの i汚篇22. これはキリストの受難の出来事が記されていると，福音
史家によって見られていろ.




























作品としては， I交換J (1 893-1894) , I 人質J (1909-1910) , Iマリアへ
のお告げ I (1 910-191 1)と<犠牲>をテーマとしたものを次第に重ねてきて
いるが，乙の詩「十字架の道j の想は， 1910年初頭から l 年余にわたって練ら
れていることが，日記， Cahier l , 11 から 7:11 られる.それを拾ってみると，
(Cαhier 1) 1910年 1 月 14 日一 2 月 9 日
<十字架はあらゆる意味で人聞を超える>という象徴的な言葉で始まってい
る.













<セザ、 jレと共に人聞が神となる瞬間に， t1þは人間となる> (ー留)









4 月 24 日 -5 月 7 日
<死を宣告されたイエス.生命そのもの，天においても地においても，すべ. . 
ての生命の原理.われらと共にある彼の存在はもはや耐えがたい> (ー留)
6 月 3 日
<十字架とは，三位一体から第二位を引き i維す鈎のようなもの>











9 月 10 日一18 日
<群衆は叫ぶ，そしてその向うに，手を洗う判事が見える> (一留)
11 月 28 日一12月 23 日
<心に悪をなすのに二様ある>
19日年 1 月 1 日 -8 日
<いつか十字架上で，われらはあの苦い酒を味う> (十二留)
3 月 31 日一聖木曜日 (4 月 13 日)
<第二留一キリストによる十字架の厳かな受納.あの聖体拝受「私のパンの






完成は 1911年 4 月 15 日聖土曜日.ニューヨーク，ボストン，中国を経てプラ
ハ駐在の時である.初版は， 5 月.ブリュッセノレの Durendal 社から 38頁程度
の小冊-子で， 100背IS~I~売印刷され，友人に送られた模様(当時交際のあったジイ
ドも 8 月 13日に受けとったととが手紙に残っている〉である. その後ノマリの
Art catholique 社から三版まで， 1915年には N.R.F 社から， I聖会歴j の
第五郎として出版，以後様々な形で重版され， 1956年までに 12版，また 1965年








についての最古の記録は， L'estat de la Cit騷 de Jherusalem (エ jレザレエ
市話) (1 187) と言われるが， 14, 5 世紀にも， キリストの墓で徹夜した後，







とうした形式的制約もあってか， クローデjレにとって粁削lが信仰の 1:1:1 で HÐJ く
H寺， ミューズが思寵と共に働くべきミューズの働き，なかでも彼の仔情f'If-~な高
まりは， 余り見られないように思われる. しかし彼の作品の鍵ともいわれる
「詩法J (1 903-1904) が解き明しているその宇宙観， 時間・空間の原理はこ
乙にも確かに生きているようである. ことに十， 十一， 十二， 十四留などに
見られるように， 宇宙的ひろがりの I:I~I で， そして精神， 物質を含めた一切の
連帯住t:の 1*1で，この受難のドラマは把隠されている.<存在することは創造す
ること.森羅万象は時間の I~I~I で傾聴し，協議し，構成する>，くわれわれは単
独では生れない. naître それはすべてのものにとって Co-naître することで











基礎となる短長格>だといっている. 「十字架の道J の詩句も，<韻も 141 もな
い詩句>であり， 一見目前会話風でありながら， 呼吸と認識に結びついた生命








はっきり発詰:される命令のように明確な， 自己の fiat (なれかし)，すなわち
形成の外Y~I)的もしくは潜在的働きかけである>という. ここに第五留における
つなぎ目としての十字架の姿がJJIわれる.十字架はこの世における諸原因と同
ーの次元にないとはいえ， <自己に本質的に欠けた>原因であり， そ l1JJ しに
は宇宙全体がく前進しえない>，存在しえないエネノレギーを含んでいる.十字
ftj , 即キリストの死は，第二の創造，放いにおけるつなぎ目であり， 自然と超
|当然の生命のつなぎ目でもある. クローデノレは，くわたしの富は無尽蔵だ.字
宙全体が欠けていること， そして宇宙に私自 J設が欠けていること， それは宇宙
全体を所有すること>だと向らかに叫んでいるが， こうして宇宙におけるつな




この{/l-171後も，殊に「堅いパンJ (1913 - 1914) , [辱められた父J (1915-
1916) , 又伎の詩劇の集大成ともみられる 「稲子の靴J(1921-1924〉に十字架
214 





























えたのだと思われる. (1971. 4. 29) (F. 30) 
